職種：保安管理　　職務：防災・消防用設備点検

【概要】

建物等に設置された防災・消防用設備を、いつでもすぐに使える状態に保つために行うのが防災・消防設備点検である。

【仕事の内容】

設置されている消防用設備について、消防法で定められた定期的な点検、報告を行い、いつでも正常に監視、運転ができるようチェックする。

【求められる経験・能力】

（1） 劇場、デパート、ホテル等の建物は、その用途、規模、収容人員に応じて、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、自動火災報知設備等の消防用設備等または特殊消防用設備等の設置が法律により義務づけられており、それらの工事、整備を行うには、消防設備士の国家資格が必要になる。
（2） 緊急時に不可欠の設備を扱い、人の生命や財産を守る仕事となるため、適性としては、責任感が要求されると同時に、非常時にはあわてることなく冷静な対応が求められ、日頃から消防訓練等を行い非常時を想定した心構えが必要となる。

【関連する資格・検定等】

· 消防設備士（甲種・乙種）［財団法人 消防試験研究センター］

· 消防設備点検資格者（特種、１種、２種）［財団法人 日本消防設備安全センター］

· 防火管理者（甲種、乙種）［所管の消防本部、消防署］
· 防火対象物点検資格者［財団法人 日本消防設備安全センター］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　　その他の技術

